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1. はじめに 

近年，局地的豪雨による被害が数多く報告されてい

る．予測困難である巨大積乱雲の発生に伴う突発的な

豪雨のため，川の上流地域で局地的豪雨が発生した

場合，下流側ではその状況が把握できずに濁流が流

れ込み，逃げ遅れて被害に遭う人も多い．この問題を

解決するためには，上流の河川や農業用水路における

水量の把握や，濁度の変化情報を時々刻々と取得し，

異変に対して未然に警告を出す仕組みが必要となる．

しかし，設備費や電気代などの維持費がかかるため，

二級・三級河川や農業用水路においは，このような仕

組の導入が遅れている． 

我々の研究グループでは，潮流発電技術を応用して

農業用水路においても発電が行えるマイクロ水力発電

システムの解発を行っている[1]．このシステムは，水車

部が 24 時間発電をし，バッテリーに充電したものを，夜

間の 18 時から 21 時の間，照明を灯すエネルギに変換

して利用できる．この余った電力を利用すれば，川の流

量と濁度取得情報を取り出すことが可能となるので提

案する． 

2. 発電システム部 

水力発電システムを図 1 に示す．サイズ約 0.064m3

で，チタン構造のため，錆びに強く強度もある．内部に

0.017m3 の水車部があり，軸に対して水平方向に回転

する 3 段構造の新型翼を持つ．新型翼は，揚力で回転

力を得るダリウス翼に対して，抗力で回転力を得るサボ

ニウス翼を付加した構造に改良している．軸の上部に

発電機を設置しており，回流水槽を用いた実験におい

て，流速が 1.5m/sでトルクが平均 0.454N・m，回転数が

87.5ｒｐｍであり，小型バッテリーへ充電が可能である． 

3. 濁度情報取得システム 

局地的豪雨によって，河川の水位が上がり，水質が

急激に濁れば，河川の氾濫に繋がる可能性が高い．水

力発電システムの側面に濁度取得システム（図 2）を接

続して，河川に設置する．流量は水車部の回転数から

計測し，濁度は，濁度取得システムの中央の開放口を

通る水の色をカメラで撮影して計測する．精度の向上を

図るため，夜間には，LED ライトの照明で，濁度が取得

できるようにして，24 時間計測を実施できるようにしてい

る．マーカーの写り度合を，学習アルゴリズムを用いて 

 
図 1．マイクロ水力発電システム（1段構造の例） 

 

図 2．濁度取得システム 

 

内部にセットされた Raspberry Piで判定する． 

Wi-Fi 機能で水中から近くのルータへ接続して，ネッ

トワークを介して管理サーバへ回転数と濁度値を通信

する．サーバ側で，急激な流量と濁度情報を受けると，

対象とする河川の下降側へ河川氾濫の警告を促す． 

4. おわりに 

局地的豪雨による河川の氾濫を未然に予測するシス

テムを提案した．このシステムは，マイクロ水力発電シス

テムに接続して電力供給を受けて動作し，濁度情報を

リアルタイムで取得する．水車部の回転数で河川の水

量も計測して，これらの情報をホストコンピュータで管理

する．急激な流量の増加と濁度の変化をサーバが読み

取れば警告情報を発信する．全国へこのシステムを導

入することができれば，氾濫の問題を改善することが可

能となる． 
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